
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

英語担当教員エンパワーメント研修 

・自身の課題を設定し、年間を通じて主体的・対話的・協働的な研修を実施し、指導力・英語

力向上を目指す。 

・言語活動や単元計画の作成等についての研修や実践を通して、指導力向上を図る。 

外国語教育だより令和７年２月２０日発行 第３７号 福島県教育庁義務教育課 

English Wind  英語教育の       

 
 

  令和６年度から３年間をかけて、県内各校の英語担当の先生（代表１名）に取り組んでいただく本研修ですが、

今年度については、先月をもって終了いたしました。今年度は小学校１２４名、中学校６８名を対象とした年３

回の研修を行い、研修者自身が自ら課題を設定し、単元計画の作成や実践及び定期的な記録の提出等を通して、

授業力向上に努めていただきました。 

  研修者の中には、日常的に授業を担当している先生方ばかりではなく、小学校において普段は外国語の授業を

担当していない先生や低学年を担当している先生など、さまざまな立場の方に御参加いただきました。 

  今回は、次年度以降の対象となる先生方への情報提供も兼ね、参加された先生方の振り返りを紹介させていた

だきます。 

  【研修内容】 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 

【研修用シート】研修計画・報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配布 

 １ 

ご提出ありがとうございま

した。 

７月分のご記入を確認しまし
た。ありがとうございました。 

５分程度子どもに預け、周りと
関わり合いながら、自分なりに
練習できる時間を確保するのは
いかがでしょう。先生方が、悩
んでいる子どもをサポートする
時間が生まれると思います。 

４回目の提出をさせていただき
ます。外国語の授業がより楽し
くなってきました。ご確認よろ
しくお願いいたします。 

外国語の授業がより楽しくなっ
てきたとのこと、すばらしいで
す！児童にも「相手に伝えた
い」という意欲が見られている
とのこと、すばらしいですね。
引き続き、どうぞよろしくお願
いします。 

Googleクラスルーム 

提出はGoogleクラ

スルーム上で行わ

れ、左図のように、

研修者の先生が授業

についての指導上の

課題や悩みなどにつ

いて記入し、指導主

事がアドバイス等を

回答させていただき

ました。また、授業

で取り組んだことが

成果として表れた喜

びのコメントなども

見られました。 

研修で使用した計画・報告書 

 年間を通し、毎月の取組と

振り返りを記録しながら、自

身の実践を評価し、授業改善

を行いました。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

【報告書の振り返りより】 
 

○ 本研修を通して、目指すべき生徒の姿や単元を通した計画を作成することにより、やるべきことを考えながら 

日々の実践に取り組むことができた。特に、パフォーマンステストを位置付けたことにより、生徒の実態に応じて 

必要な取組を考え実践できたことがよかったと感じている。（中学校） 

○ 昨年度まで、長く外国語教育推進リーダーに頼って授業を受け持っていただいていたため、久し振りに行う 

授業で、戸惑いながらの１年だった。まだまだ苦手意識があり、英語での指示等に自信が持てないので、今後 

の課題として勉強していこうと考えている。（小学校） 

○ 自分自身あまり英語が得意ではなかったのですが、自分の授業を見直すよい機会になりました。自分で課 

 題を設定し、それに基づいて実践、振り返りをしてきて、多くのことを学ぶことができました。また、研修に参加し  

て、ほかの先生方と交流することで、助言をいただいたり、悩みを共有したりすることができたこともよかったで  

す。今回の「ラップアップ講座」では初めて他地区の先生方と話をすることができて、それもまたよい刺激を受 

けました。ICTを活用している先生方が多かったので、自分も今後取り入れてみたいと思いました。低学年が 

使える教材があることや、低学年でも外国語を学習する時間が確保されていたり、それぞれの地区によって取 

り組みに大きな差があったりすることにも驚きました。この１年間で学んだことを、ぜひ今後の外国語活動の学 

習に生かしていきたいと思います。課題の提出など、正直負担に感じることもありましたが、提出のたびにいた 

だく温かいコメントや、研修での的確なアドバイスが、とても心強く、励みにもなりました。１年間ありがとうござ 

いました。（小学校） 

○ 単元計画や CAN-DO リストの作成は、単元を見通した指導を行う上で大切だと感じた。特に CAN-DO リ 

ストは、生徒とも単元や本時の目標を共有できるので、今後も単元毎に作成していきたい。ブラッシュアップ研 

修や限定公開のコメントで指導主事にいただいた多くのアドバイスも非常に参考になった。普段の授業に生か 

せる部分が多くあった。（中学校）  

○ 英語を何度も聞いたり話したりする活動を通して、言語活動では子どもたちが伝えたいことを考えて話すよう 

 になってきた。伝えたいことが伝えられるとより意欲的に活動に参加する姿が見られた。しかし、最初は定型文を 

何度も読み、練習してから言語活動という形が多かった。まずは子どもたちに活動させてみて、上手くいかな 

かったことやできるようになりたいことを明確にしたうえで、発音練習を行う等、子どもにとって必要感がもてる 

授業の進め方をしていきたいと思う。また、ラップアップ講座で最後に視聴した授業動画を見て、子どもが１時 

間の中でできるようになったことや成長したことに気付けるような授業展開をしてみたいと考えるようになった。 

教材研究を通して実現できるよう努力していきたい。（小学校）     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県生活環境部国際課では国際理

解のための出前講座を行っていま

す。 

 

 

【随時申込受付中】 

 

ふくしま 

グローバル人材 

育成事業 

～国際理解出前講座～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先生方には、授業力とともに、自身の英語力向上にも努めていただき、

CEFR B2レベルを有する割合が年々上 

昇しています。 

 英語学習において「シャドーイング」 

という言葉を見聞きした先生方も多いの 

ではないでしょうか。教材研究の一環と 

して教科書本文を使ったり、英語試験対 

策教材や自分の関心のあるニュースや本 

を使ったりと工夫次第で楽しく学習でき 

ます。時には「シャドーイング」を録音 

して自分の発音をチェックすることもで 

きます。これらは自身の英語力向上だけ 

でなく、授業での指導スキル向上にもつ 

ながるのではないでしょうか。 

  ２ ３ 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16005e/demae.html

